
　観光客の姿も少なくなり、だんだんと島が寂しくなる季節になってきました。西の風が強く吹き、気温

以上に寒くなり、一年の中で一番厳しい季節です。そんな中、アロエのきれいな花が島を彩っています。

少し森の中に入れば、オオシマカンスゲやシマテンナンショウなどの島独特な植物も見られます。

　今月は、島の地名・地区名に関して読み方などの特集をお送りします。

ブ ル ブ ル 八 丈 島

　年が明けてからの 1 月は例年になく寒い日や風の強い日が続きました。2 日早朝から降り始めたあられは、昼前

には一時的に雪に変わりました。八丈富士の鉢巻き道路より上は、あられ混じりの雪で真っ白になるほどでした。

気温はあまり下がらなかったのですが、北よりの強風が吹き荒れたため体感的にはかなりの寒さになりました。

ア カ コ ッ コ と は 日 本 の 固 有 の ツ グ ミ 科 の 鳥 で 国 の 天 然 記 念 物 に 指 定 さ れ て い ま す 。

八 丈 島 で は 一 年 を 通 し て 見 ら れ 、 町 の 鳥 に も 選 定 さ れ て い ま す 。

　写真上は標高 500 ｍ近くにある

「ふれあい牧場」、写真下右は、「鉢巻

き道路」、道路が真っ白になってしま

うほど積もりました。ともに島内在住

の石川 豊壽さんが撮影したものです。

　写真下左は、八丈富士から持ってき

たあられ混じりの雪で作った雪だる

ま、雪よりもあられの割合が高いので

うまく固まらずにポソポソとした雪だ

るまに仕上がりました。しかし、この

雪だるまも夕方までにはすっかりと溶

けてしまいました。
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八丈島の地名、地区名の読み方

　八丈島に限らず地名などは、そこに住んでいないと読み方が難しいものがあります。ビジター

センターでもよく地名の読み方などを聞かれることがあります。そこで今回は、八丈島の地名、

地区名の読み方をお教えいたしましょう！

　八丈島には以前、大賀郷村、三根村、樫立村、中之郷村、末吉村、鳥打村、宇津木村の七つの

村があり、1955 年 4 月 1 日にすべての村の合併により八丈町が誕生しました。地名には現在もそ

の村の名前が使われているわけです。（鳥打、宇津木の両地区は八丈小島にあり、1969 年の住民

全員引き上げのため、現在は人が住んでいません。）
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地区名 読み方

永郷 えいごう

大里 おおざと

金土川 かなどがわ

甚太 じんだ

千鳥 ちどり

西見 にしみ

東里 ひがしざと

向里 むかいざと

八戸 やと

屋和川 やわがわ

楊梅ケ原 ようめがはら

楊梅ケ原下 ようめがはらした

地区名 読み方 地区名 読み方

赤金 あかがね 新道 しんみち

荒島 あらしま 底土 そこど

一心 いっしん 出回 でまわり

稲葉 いなば 東畑 とうばた

永郷 えいごう 中平 なかだいら

丘里 おかざと 中道 なかみち

尾端 おばた 富士見 ふじみ

神湊東 かみなとひがし 孫兵衛 まごべえ

神湊西 かみなとにし 宮の平 みやのたいら

川の平 かわのたいら 明治橋 めいじばし

川向 かわむこう 矢崎 やさき

護神 ごしん 洋望 ようもう

桜平 さくらだいら 与惣次 よそうじ

新田 しんでん

地区名 読み方

伊郷名 いごうな

江能里 えのうざと

尾崎 おさき

川城羅 かわじょうら

妻里 つまざと

東六里 とうろくざと

中平 なかだいら

向里 むかいざと

康政里 やすまさざと

地区名 読み方

藍ケ江 あいがえ

藍ケ里 あいがさと

尾越 おごし

粥倉 かいぐら

上浦 かみうら

中里 なかざと

三原 みはら

向里 むかいざと

地区名 読み方

尾越 おごし

台ケ原 だいがはら

洞輪沢 ぼらわざわ

神子尾 みこのお

道ケ沢 みちがさわ

宮ケ路 みやかじ

宮裏 みやり



八八八八丈丈丈丈植植植植物物物物公公公公園園園園季季季季節節節節調調調調査査査査 （平成14年第1回）
平成14年1月13日（日）　13時30分〜15時
参加者・稲田、稲田、落合、青柳、金田、樋田、伊藤、奥山、V.C.菊池
NO. 和名　（島名） 状態 NO. 和名　（島名） 状態

草　本 木本
1 シロバナマンテマ 花 1 マンリョウ 赤い実
2 オニタビラコ 花、種 2 タイミンタチバナ 蕾
3 ウスベニニガナ 花 3 アオキ 赤い実
4 ハナイバナ 花 4 ヒサカキ 蕾
5 カタバミ 花 5 ハチジョウイボタ 黒い実
6 ツワブキ 花、種 6 ツルグミ 花
7 イワニガナ 花 7 ヒメユズリハ 実
8 シチトウスミレ 閉鎖花 8 ヤブツバキ 花
9 アキノノゲシ 花 9 モチノキ 蕾
10 アロエ 花 10 ハイビャクシン 花
11 スズメノカタビラ 花 11 イヌビワ 実
12 ベニバナボロギク 花 12 ツツジ 花
13 ハハコグサ 花 13 ヤツデ 花、実
14 ハキダメギク 花
15 ムラサキカタバミ 花
16 トキワハゼ 花
17 キランソウ 花
18 タネツケバナ 花、種
19 オランダミミナグサ 花
20 リュウゼツラン 種
21 ヤクシソウ 花、種
22 コマツヨイグサ 花
23 ツルソバ 花、実
24 セイヨウタンポポ 花
25 アツバスミレ 花
26 オオシマカンスゲ 花

※ビジターセンターでは八丈植物公園の季節変化の公開調査を月1回程度行なっています。
　興味のある人は窓口でお問い合わせください。

　植物の名前をこれから覚えたいと思っている人など大歓迎。

今回は39種を観察しました。

次回調査は2月10日（日）です。

伊豆諸島特産のカヤツリグサ科の植物。この種は適応力

が強いようで、海岸近くから山頂付近まで、あまり環境

を問わずに見られます。大きな株を作り、高さは 20 〜

50cm にもなります。名前のオオシマは伊豆諸島の大島

から付けられています。近い仲間の、ハチジョウカンス

ゲは三原山の山頂付近で見られます。

八丈植物公園季節調査会の報告

八丈ビジターセンターでは毎月第二日曜日に八丈植物公園季節調査会を開催しています。

この行事は、植物公園内の生き物で季節を感じようという趣旨です。毎回、見られる植物

がどのように変化していくのか、またどんな鳥や昆虫が見られるか観察しています。

前回は 1 月 13 日に観察会を行いました。下の表が調査記録です。

オオシマカンスゲ　Carex oshimensis

八丈島では、内地とは少し様変わりした種や独自に進化した種など聞き慣れない種があるのが特徴です。

今回は、植物公園内でも見られる「オオシマカンスゲ」にスポットを当ててみたいと思います。



東京都八丈ビジターセンター　2002.2.1　第 9 号

開館時間　9：00 〜 16：30　年中無休（無料）

〒 100-1401

東京都八丈島八丈町大賀郷 2843
電話：04996-2-4811　Fax：04996-2-4888 

イベントプログラム

ビデオプログラム

10：00 〜　八丈・海・生きものたち

11：00 〜　八丈・四季・人・自然

14：00 〜　八丈・四季・人・自然

15：00 〜　八丈・四季・人・自然

16：00 〜　八丈・海・生きものたち

上記以外での上映は予約にて可能です

植物公園季節調査会
植物公園内で動植物の調査をしながら季節の変化を一緒に感じよう。
2 ／ 10　（13：30 〜　約 1 時間半）
中学生以上　ビジターセンター集合・解散　無料　定員：15 名

八丈学講座
「 植 物 の 冬 越 し Part.2」

八丈島をもっとよく知るための講座。今回は「植物の冬越し Part.2」です。
2 ／ 23　（13：30 〜　約 1 時間半）
中学生以上　ビジターセンター集合・解散　無料　定員：15 名


